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記載の内容は、2024 年 4 月 1 日より適用されるものです。 
基準や金額等が変更になる場合がありますので、利用を予定している方はお問い合わせください。 
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佐久大学

看護学部・人間福祉学部共通 

◆日本学生支援機構奨学金制度
月　額

第一種(無利息)

第二種（利息付）

第Ⅰ区分

第Ⅱ区分 【第Ⅰ区分】本人と生計維持者の市町村民税所得割が非課税。

第Ⅲ区分 【第Ⅱ区分】本人と生計維持者の支給額算定基準額の合計が100円以上25,600円未満。

第Ⅰ区分 【第Ⅲ区分】本人と生計維持者の支給額算定基準額の合計が25,600円以上51,300円未満。

第Ⅱ区分 　(　)内の金額は、生活保護世帯で自宅から通学する人及び児童養護施設等から通学する人

第Ⅲ区分

【給付型奨学金申込資格】

１.高等学校(本科)卒業予定もしくは卒業後2年以内の人(在学採用は別途申込資格あり)。

２.学力基準：高等学校における全履修科目の評定平均値が5段階評価3.5以上の人。

●給付奨学金受給中の第一種奨学金の貸与月額

　給付奨学金と第一種奨学金を併給する場合、第一種奨学金の貸与月額の上限額が制限されます。

第Ⅰ区分 0円

第Ⅱ区分 0円

第Ⅲ区分

第Ⅰ区分 0円

第Ⅱ区分 0円

第Ⅲ区分 19,200円

　(　）内の金額は、生活保護世帯で自宅から通学する人及び児童養護施設等から通学する人

【申込み方法】

◆予約採用　 《大学・短大》 高校3年の4月以降に、在学する高校から申し込む

《大学院》 進学の前年度に、進学予定の大学院へ申し込む　

◆在学採用　 《共 　通》 進学後の大学等から申し込む

★日本学生支援機構のホームページから、各種シミュレーションが行えます★　

　【進学資金シミュレーター】

学生生活費と奨学金選択のシミュレーションができます(大学院進学予定者は除く）。

　【奨学金貸与・返還シミュレーション】

いくら借りたらいくら返すのか、シミュレーションができます。

●高等教育の修学支援新制度

給付奨学金の対象者は、大学へ申し込むことで、最大で年間約70万円の授業料の免除・減額を受けることができます。

★入学金・授業料の免除・減額後の自己負担額（年額）　　（注：教育充実費・実習費・諸会費については減免の対象となりません）

【看護学部】 【人間福祉学部】

※本学の特別奨学生・経済支援奨学生・同窓生子女兄弟等学納金減免制度の対象者は、この新制度との併用が可能です。（2023年4月時点）

0 309,900 619,900

授業料 200,000 433,300 666,600 授業料 0 233,300 466,600

計 200,000 509,900 819,900 計

0 76,600 153,300

減免後の学費 第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 減免後の学費 第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分

入学金 0 76,600 153,300 入学金

貸与型

大学院
修士課程

大　学

自　宅

21,700円 (20,000、30,300円)

自宅外

第一種
奨学金

給付型 大　学

自　宅

38,300円(42,500円)

25,600円(28,400円)

12,800円(14,200円)

自宅外

75,800円

50,600円

25,300円

大　学
・

短　大

第二種
（利息付）

20,000円～120,000円の中から選択
(10,000円単位)

希望により、採用された年度の4月にさかのぼって借りることができるほか、貸与期間中の
月額変更も可能。学力基準は第一種よりも緩やか。

共　通
入学時特別

増額貸与

(一時金)

100,000円～500,000円の間で選択
(100,000円単位)

第一種または第二種奨学金を受けていることが条件。
「国の教育ローン」が受けられなかった世帯が対象。初回振込時に入金される。

50,000円、88,000円から選択 ・学力基準、家計基準あり
・入学時特別増額貸与奨学金の貸与可能50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円から選択

大　学

第一種
（無利息）

自 　宅 20,000円、30,000円、40,000円、※54,000円から選択
※最高月額を利用するためには、併用貸与の家計基準を
満たしていることが必要。
　
・学力基準あり。

自宅外 20,000円、30,000円、40,000円、50,000円、※64,000円から選択

短　大
自 　宅 20,000円、30,000円、40,000円、※53,000円から選択

自宅外 20,000円、30,000円、40,000円、50,000円、※60,000円から選択

日本学生支援機構奨学金

ホームページ

進学資金シミュレーター 奨学金貸与・返還シミュレーション
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本学独自の奨学金・減免制度 

●特別奨学生制度 

 内 容  

成績により、授業料の 1/2～1/4 を減免 

 対 象  

次のいずれかに該当する者 

【入学予定者】 
(1)本学が指定する入学試験において、特に優れた成績を収めた者 
(2)出身高等学校等での学業成績が特に優れている者 

選考基準：出身高等学校等の調査書の評定平均値 4.0 以上とする 
(3)出身高等学校等でのスポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を挙げた者 
 

【在学生】 
(1)正課学業において、特に優れた成績を収め、他の学生の模範となりうる者 

選考基準：前年度の GPA が原則 3.0 以上の者 
(2)スポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を挙げ、他の学生の模範と 

なりうる者 
選考基準：前年度に著しい業績を挙げた者 

 期 間  

１年。各年次の学業成績等により継続可 

 申請時期  

【入学予定者】 
出願をもって申請とする 

【在学生】 
後期 

 選考方法  

書類審査 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

同窓生子女兄弟等学納金減免制度との併用は可とする 

  

看護学部看護学科 
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●同窓生子女兄弟等学納金減免制度 

 内 容  

入学金のうち１０万円を減免 

 対 象  

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者の子 
・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の在学生並びに卒業した者の兄弟姉妹 
・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

特別奨学生制度、経済支援奨学生制度との併用は可とする 
 
 

●経済支援奨学生制度 

 内 容  

・授業料の 1/4 を減免 
・家計急変により家計状況が著しく厳しい場合、給付の適用を認める 

自宅通学：月額 10,000 円  自宅外通学：月額 20,000 円 

 対 象  

修学意欲がありながらも経済的事由（低所得世帯、失業・災害等による家計急変）により
修学が困難な者のうち、以下の全てに該当する者 
・本学が定める家計基準に該当すること 
・日本学生支援機構給付奨学生または採用候補者でない者 

 期 間  

１年。年度ごとに継続審査を行い、認定を受ける 

 申請時期  

前期・後期当初、又は家計急変時 

 選考方法  

書類審査、面接 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

同窓生子女兄弟等学納金減免制度との併用は可とする 
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修学資金《貸与型・条件により返還免除》 

●長野県看護職員修学資金制度 

 内 容  

月額 36,000 円 

 返還免除条件  

卒業後、県内の免除対象施設（病床数 200 床未満の病院・過疎地域にある病院 等）に
おいて、5 年間継続して看護職員の業務に従事した場合。 

 期 間  

正規の修業年限まで 

 採用説明会  

毎年 4 月中旬に学生係より行う 

 保証人について  

連帯保証人 2 名。確実に収入がある者で、1 名は親族が望ましい 

 要 件  

JA 長野厚生連奨学貸付金制度との併用不可 

 選考方法  

書類審査・面接 

●JA 長野厚生連奨学貸付金制度 

 内 容  

月額 50,000 円 

 返還免除条件  

卒業後、JA 長野厚生連の指定する病院等で貸付期間と同期間看護職員の業務に従事した場合 

 対 象  

年齢 30 歳程度まで （長野県看護職員修学資金制度との併用不可） 

 期 間  

正規の修業年限まで 

 採用説明会  

毎年 4 月中旬に JA 長野厚生連担当者より行う 

 保証人について  

連帯保証人 2 名。1 名は親権者、1 名は別生計で所得のある親戚等 

 選考方法  

書類審査、面接 
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本学独自の奨学金・減免制度 

●特別奨学生制度 

 内 容  

成績により、授業料の 1/2～1/4 を減免 

 対 象  

次のいずれかに該当する者 

【入学予定者】 編入生を含む 

(1)本学が指定する入学試験において、特に優れた成績を収めた者 
(2)出身高等学校等での学業成績が特に優れている者 

選考基準：出身高等学校等の調査書の評定平均値 4.0 以上とし、編入学生は入学試験
の成績によって認定する 

(3)出身高等学校等でのスポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を挙げた者 

【在学生】 
(1)正課学業において、特に優れた成績を収め、他の学生の模範となりうる者 

選考基準：前年度の GPA が原則 3.0 以上の者 
(2)スポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を挙げ、他の学生の模範と

なりうる者 

選考基準：前年度に著しい業績を挙げた者 

 期 間  

１年。各年次の学業成績等により、継続可 

 申請時期  

【入学予定者】 

出願をもって申請とする 

【在学生】 

後期 

 選考方法  

書類審査 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

同窓生子女兄弟等学納金減免制度との併用は可とする 

 

●同窓生子女兄弟等学納金減免制度 

 内 容  

入学金のうち１０万円を減免 

人間福祉学部人間福祉学科 
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 対 象  

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者の子 

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の在学生並びに卒業した者の兄弟姉妹 

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

特別奨学生制度、経済支援奨学生制度との併用は可とする 

 

●経済支援奨学生制度 

 内 容  

・授業料の 1/4 を減免 

・家計急変により家計状況が著しく厳しい場合、給付の適用を認める 

自宅通学：月額 10,000 円  自宅外通学：月額 20,000 円 

 対 象  

修学意欲がありながらも経済的事由（低所得世帯、失業・災害等による家計急変）により
修学が困難な者のうち、以下の全てに該当する者 
・本学が定める家計基準に該当すること 
・日本学生支援機構給付奨学生または採用候補者でない者 

 期 間  

１年。年度ごとに継続審査を行い、認定を受ける 

 申請時期  

前期・後期当初、又は家計急変時 

 選考方法  

書類審査、面接 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

同窓生子女兄弟等学納金減免制度との併用は可とする 

  



7 

 

 

貸与型奨学金制度 《条件により返還免除》 

●日本学生支援機構奨学金制度 

 内 容  

第一種（無利子）：月額 50,000 円、88,000 円 
第二種（有利子）：月額 50,000 円、80,000 円、100,000 円、130,000 円、150,000 円 
入学時特別増額貸与奨学金（一時金）：10 万円～50 万円までの 10 万円単位で額を選択 

 対 象  

今後、国内の大学院に進学予定または在籍しており、高度の研究能力を有し、経済的理由
により修業に困難があると認められる人。貸与基準（学力・家計・人物）により選考を行う。 

 期 間  

第一種：入学年度の 4 月から、原則として卒業予定期まで 

第二種：入学年度の 4 月～9 月の間で希望する月から、原則として卒業予定期まで 

 申請時期  

予約採用：進学する前に進学予定の大学院の窓口で申し込み 
在学採用：進学後に大学院の窓口で申し込み 

【定 期 採 用】原則春（一次募集）。秋に二次募集を行うことあり 
【緊 急 ・ 応 急 採 用】生計維持者（本人。配偶者がいる場合は本人及びその配偶者等）の失業、

破産、事故、病気、死亡等又は震災、風水害、火災等により家計が急変し、
緊急に奨学金を必要とする学生を対象とするもの 

 特に優れた業績による返還免除  

第一種奨学金貸与期間中に特に優れた業績を挙げた人として機構が認定した場合に、貸与
期間終了時に奨学金の全額又は半額の返還が免除される制度 

学問分野での顕著な成果や発明・発見や、専攻分野に関する芸術・スポーツ・ボランティ
ア活動等におけるめざましい活動又は高い評価等を含めて総合的に評価するもの 

在学校の推薦が必要となる 

  

大学院看護学研究科 



8 

 

本学独自の奨学金・減免制度 

●特別奨学生制度 

 内 容  

成績により、授業料の 1/2～1/4 を減免 

 対 象  

在学生のうち、次のいずれかに該当する者 
(1)正課学業において、特に優れた成績を収め、他の学生の模範となりうる者 
(2)スポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を挙げ、他の学生の模範と

なりうる者 

選考基準：前年度に著しい業績を挙げた者 

 期 間  

１年 

 申請時期  

後期 

 選考方法  

書類審査 
 

●同窓生子女兄弟等学納金減免制度 

 内 容  

入学金のうち１０万円を減免 

 対 象  

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者の子 
・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の在学生並びに卒業した者の兄弟姉妹 

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者 
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給付金制度 

●厚生労働省 教育訓練給付制度 

修士論文コース＜一般教育訓練＞ 

 内 容  

教育訓練経費（入学金と初年度授業料）の 20％（上限額 10 万円）を支給 

 対 象  

・修士論文コースの学生 
・一般教育訓練の受講開始日において、雇用保険の被保険者である方のうち、支給要件 

期間が 3 年以上ある方 

・受講開始日において被保険者でない方のうち、被保険者資格を喪失した日（離職日の 
翌日）以降、受講開始日までが 1 年以内であり、かつ支給要件期間が 3 年以上ある方 

 申請等  

最寄りのハローワークへ、訓練終了後（大学院修了後）に申請を行う 

 問合せ先  

ご自身が支給の対象となるかについては、入学前に最寄りのハローワークにお問合せい
ただくか、ハローワーク及び厚生労働省のホームページにてご確認ください。 
 

プライマリケア看護コース＜専門実践教育訓練＞ 

 内 容  

教育訓練経費（入学金と初年度授業料）の 50％（上限額 80 万円）を支給 

 対 象  

・プライマリケア看護コースの学生 
・専門実践教育訓練の受講開始日において、雇用保険の被保険者である方のうち、支給

要件期間が 3 年以上ある方 

・受講開始日において被保険者でない方のうち、被保険者資格を喪失した日（離職日の
翌日）以降、受講開始日までが 1 年以内であり、かつ支給要件期間が 3 年以上ある方 

 申請等  

最寄りのハローワークへ、入学の 1 か月前までに申請を行う 

 問合せ先  

ご自身が支給の対象となるかについては、入学前に最寄りのハローワークにお問合せい
ただくか、ハローワーク及び厚生労働省のホームページにてご確認ください。 
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修学資金《貸与型・条件により返還免除》 

●長野県看護職員修学資金制度 

 内 容  

修士課程：月額 83,000 円 

  返還免除条件  

卒業後、県内の免除対象施設（過疎地域にある病院 等）において、5 年間継続して看
護職員の業務に従事した場合。 

 対 象  

※学部生優先 （ 看 護 職 員 確 保 の 目 的 か ら 、 看 護 学 部 生 を 優 先 的 に 推 薦 す る こ と を 了 承 の 上 、 申 請 く だ さ い ）  

 期 間  

正規の修業年限まで 

 採用説明会  

毎年 4 月中旬に学生係より行う 

 選考方法  

書類審査・面接 

 

 

貸与奨学金制度 《日本看護協会》 

●国際看護師協会東京大会記念奨学金 

 内 容  

金  額：年額 180 万円以内（無利息・一括貸与） 
採用人数：約 30 名 
貸与期間：1 年間 

  対 象  

保健師・助産師又は看護師の免許を有し、日本または海外の大学院で保健看護を専攻し
ている者（修士） 

 受付期間  

4 月中 
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●認定看護師教育課程奨学金 

 内 容  

金  額：総額 120 万円以内（無利息・一括貸与） 

採用人数：約 60 名（各回約 30 名） 

貸与期間：最短の修業年限 

  対 象  

1）保健師・助産師又は看護師の免許および認定看護師の資格を有し、特定行為研修期間

において特定行為研修を受講している者 

2）研修修了後、保健医療分野の現場に 2 年以上修業する意思がある者 

  受付期間  

第 1 回：4 月中 第 2 回：8 月中 

 
 

給付奨学金制度 

●小倉一春大学院教育（国際看護）奨学金 

 内 容  

金  額：60 万円（一括交付） 

     ※給付型だが、奨学生の身分を喪失した場合には、返還を要する 

採用人数：6 名程度 

  対 象  

1）保健師・助産師又は看護師の免許を有し、心身ともに健全な者 

2）看護系大学大学院において国際看護を専攻している者 

3）国際看護に関する教育研究あるいは臨床を通して看護の実践に貢献できる者 

 受付期間  

4 月中 

 

※日本看護協会の各種奨学金申請手続きは、協会ホームページを確認の上、自身で進め

ていただくこととなります。 

 

 

 

 

  

【日本看護協会 HP】 
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本学独自の奨学金・減免制度 

●同窓生子女兄弟等学納金減免制度 

 内 容  

入学金のうち１０万円を減免 

 対 象  

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者の子 
・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の在学生並びに卒業した者の兄弟姉妹 

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者 
 

 

修学資金《貸与型・条件により返還免除》 

●長野県看護職員修学資金制度 

 内 容  

月額 36,000 円 

  返還免除条件  

卒業後、県内の免除対象施設（病床数 200 床未満の病院・過疎地域にある病院 等）に
おいて、5 年間継続して看護職員の業務に従事した場合。 

 対 象  

※看護学部生優先 

（ 看 護 職 員 確 保 の 目 的 か ら 、 看 護 学 部 生 を 優 先 的 に 推 薦 す る こ と を 了 承 の 上 、 申 請 く だ さ い ）  

 期 間  

各修業年限まで 

 採用説明会  

毎年 4 月中旬に学生係より行う 

 保証人について  

連帯保証人 2 名。確実に収入がある者で、1 名は親族が望ましい 

 選考方法  

書類審査、面接 

 

  

助産学専攻科  
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専門実践教育訓練 

●厚生労働省 教育訓練給付制度 

 内 容  

教育訓練費（入学金と初年度授業料）の 50%（上限 40 万円）を支給 

 対 象  

・助産学専攻科の学生 

・専門実践教育訓練の受講開始日において、雇用保険の被保険者である方のうち、支給

要件期間が 3 年以上ある方 

・受講開始日において被保険者でない方のうち、被保険者資格を喪失した日（離職日の

翌日）以降、受講開始日までが 1 年以内であり、かつ支給要件期間が 3 年以上ある方 

 申請等  

最寄りのハローワークへ、入学の 1 か月前までに申請を行う 

 問合せ先  

ご自身が支給の対象となるかについては、入学前に最寄りのハローワークにお問合せい

ただくか、ハローワーク及び厚生労働省のホームページにてご確認ください。 
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介護福祉専攻・子ども福祉専攻共通 

佐久大学信州短期大学部福祉学科 

  

 

●高等教育の修学支援新制度について 

 佐久大学信州短期大学部は、「高等教育の修学支援新制度」の対象校ではありません。 

 国の減免制度に代わる本学独自の奨学制度（12 ページ「修学支援奨学生制度」）」を新設

し、学修意欲のある学生が経済的な理由より修学を断念することがないよう支援を行ってい

ます。 

 また、日本学生支援機構の「給付型奨学金」につきましても対象外となりますが、「貸与

型奨学金（第一種・第二種奨学金）」については、従来どおり利用ができます。 

  

 

◆日本学生支援機構奨学金制度
月　額

【申込み方法】

◆予約採用　 高校3年の4月以降に、在学する高校から申し込む

◆在学採用　 進学後の大学等から申し込む

★日本学生支援機構のホームページから、各種シミュレーションが行えます★　

　【進学資金シミュレーター】

学生生活費と奨学金選択のシミュレーションができます(大学院進学予定者は除く）。

　【奨学金貸与・返還シミュレーション】

いくら借りたらいくら返すのか、シミュレーションができます。

貸与型

第一種または第二種奨学金を受けていることが条件。
「国の教育ローン」が受けられなかった世帯が対象。初回振込時に入金される。

希望により、採用された年度の4月にさかのぼって借りることができるほか、貸与期間中の
月額変更も可能。学力基準は第一種よりも緩やか。

第一種
（無利息）

※最高月額を利用するためには、併用貸与の家計基準を
満たしていることが必要。
　・学力基準あり。

第二種
（利息付）

20,000円～120,000円の中から選択
(10,000円単位)

入学時特別

増額貸与

(一時金)

100,000円～500,000円の間で選択
(100,000円単位)

自 　宅 20,000円、30,000円、40,000円、※53,000円から選択

自宅外 20,000円、30,000円、40,000円、50,000円、※60,000円から選択

日本学生支援機構奨学金

ホームページ

進学資金シミュレーター 奨学金貸与・返還シミュレーション
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本学独自の奨学金・減免制度 

●修学支援奨学生制度 

 内 容  

入学金・授業料・教育充実費の減免注） 

注）入学金の減免は、入学初年度のみ。 

本学の他の奨学制度の適用者（特別奨学生、経済支援特別奨学生等）は、他の奨学制度

適用後の金額からの減免。 

支援区分 第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 

免除率 全額 2/3 1/3 

 対 象  

日本学生支援機構「給付奨学金」の支援区分（第Ⅰ～Ⅲ区分）に該当する世帯 

 選考方法  

書類審査、面接 

 

●特別奨学生制度 

 内 容  

成績により、授業料の 1/2～1/4 を減免 

 対 象  

次のいずれかに該当する者 

【入学予定者】 

(1)本学が指定する入学試験において、特に優れた成績を収めた者 

(2)出身高等学校等での学業成績が特に優れている者 

選考基準：出身高等学校等の調査書の評定平均値 4.0 以上とする 

(3)出身高等学校等でのスポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を

挙げた者 

【在学生】 

(1)正課学業において、特に優れた成績を収め、他の学生の模範となりうる者 

選考基準：前年度の GPA が原則 3.0 以上の者 

(2)スポーツ・芸術・社会活動等の分野において、著しい業績を挙げ、他の学生の模範

となりうる者 

選考基準：前年度に著しい業績を挙げた者 

 期 間  

１年。１年次の学業成績等により、継続可 

  



16 

 

 申請時期  

【入学予定者】 

出願をもって申請とする 

【在学生】 

後期 

 選考方法  

書類審査 

他の奨学制度・減免制度との併用  

同窓生子女兄弟等学納金減免制度、協定校入学検定料減免制度との併用は可とする 

 

 

●同窓生子女兄弟等学納金減免制度 

 内 容  

入学金のうち１０万円を減免 

 対 象  

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者の子 

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の在学生並びに卒業した者の兄弟姉妹 

・本学園（佐久大学及び佐久大学信州短期大学部）の大学等を卒業した者 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

特別奨学生制度、経済支援奨学生制度との併用は可とする 

 

給付奨学金制度 ≪返還不要≫ 

●信陽会（同窓会）奨学生制度 

 内 容  

佐久大学信州短期大学部信陽会(同窓会)より、月額 20,000 円(年間 24 万円)給付 

 対 象  

1 年次生 学生生活全般にわたり模範的な学生 1 名程度(※特別奨学生との併用不可) 

 期 間  

1 年間。次年度審査により、2 年間継続可能 

 出願について  

出願には高等学校の担任教諭・顧問教諭等の推薦が必要ですので、事前に入試広報課 

までお問い合わせください。 
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 選考方法  

書類審査、面接 

 

2年間同窓会奨学生になると・・・48万円給付 

 

●経済支援奨学生制度 

 内 容  

・授業料の 1/4 を減免 
・家計急変により家計状況が著しく厳しい場合、給付の適用を認める 

自宅通学：月額 10,000 円  自宅外通学：月額 20,000 円 

 対 象  

修学意欲がありながらも経済的事由（低所得世帯、失業・災害等による家計急変）により

修学が困難な者のうち、以下の全てに該当する者 

・本学が定める家計基準に該当すること 

・「佐久大学信州短期大学部修学支援奨学金」の現奨学生でない者 

 期 間  

１年。年度ごとに継続審査を行い、認定を受ける 

 申請時期  

前期・後期当初、又は家計急変時 

 選考方法  

書類審査、面接 

 他の奨学制度・減免制度との併用  

同窓生子女兄弟等学納金減免制度との併用は可とする  
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介護福祉専攻 
 

 

 

修学資金《貸与型・条件により返還免除》 

●長野県介護福祉士修学資金等貸付制度 

 内 容  

月額 50,000 円以内、入学時 200,000 円以内、卒業時 200,000 円以内貸与、 

国家試験受験対策費用 40,000 円以内貸与 

 返還免除条件  

卒業後、介護福祉士の登録を行い長野県内の介護福祉施設で 5 年間従事した場合 

 対 象  

介護福祉専攻 1 年次生 

 期 間  

2 年間 

 採用説明会  

4 月上旬に学生係より行う 

 保証人について  

連帯保証人 2 名。1 名は親権者、1 名は別生計で相応の資力がある成年者 

 申請時期  

第 1 期：高等学校（ 第 1 期 の 実 施 の 有 無 は 、 長 野 県 社 会 福 祉 事 業 団 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い ） 

第 2 期：入学後 4 月 

 選考方法  

書類審査 
 

介護福祉士養成給付奨学金《返還不要》 

●一般社団法人生命保険協会 介護福祉士養成奨学金制度 

 内 容  

月額 20,000 円(年間 24 万円)給付 

 対 象  

2 年次生 1 名 学生生活全般にわたり模範的な学生 

 期 間  

1 年間 
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 推 薦  

学内選考により 1 名を推薦する 

 選考方法  

書類審査、面接 

 所得基準  

主たる家計支持者の所得は、700 万円を制限基準とする 

 奨学生の義務(協力)事項  

学業・生活状況報告書の提出 

氏名・学校名・年齢・性別等の報道機関への提供(新聞等への掲載) 
 

 

修学資金《貸与型・条件により返還免除》 

●長野県保育士修学資金貸付等制度 

 内 容  

自 宅 生：月 額 20,000 円以内貸与 

自宅外生：月 額 30,000 円以内貸与 

共  通：入学時 100,000 円以内、卒業時 100,000 円以内貸与 

 返還免除条件  

卒業後、保育士の登録を行い長野県内で児童の保護等の業務に 5 年間従事した場合 

 対 象  

1 年次生 

 期 間  

2 年間 

 採用説明会  

4 月上旬に学生係より行う 

 保証人について  

連帯保証人 2 名。1 名は親権者、1 名は別生計で相応の資力のある成年者 

 申請時期  

第 1 期：高等学校（ 第 1 期 の 実 施 の 有 無 は 、 長 野 県 社 会 福 祉 事 業 団 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 確 認 く だ さ い ） 

第 2 期：入学後 4 月 

 選考方法  

書類審査  

子ども福祉専攻 
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修学資金《貸与型・条件により返還免除》 

●佐久市保育士修学資金制度 

 内 容  

月額：40,000 円 

 返還免除条件  

卒業後、佐久市に居住し、佐久市が指定する市内の特定教育・保育施設に 4 年半勤務した場合 

 対 象  

佐久市在住、または保護者等が佐久市在住であること 

高校在学中の学習成績に係る評定平均値が 3.5 以上の者等 

他の貸与型奨学金との併用不可 

 期 間  

正規の修業年限まで 

 保証人について  

連帯保証人 2 名。1 名は親権者、1 名は別生計で相応の資力がある成年者 

 申請方法  

佐久市ホームページを確認の上、自身で申請を行う 
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学 校 法 人 佐 久 学 園 
佐 久 大 学 
佐久大学信州短期大学部 

 
〒385-0022  

長野県佐久市岩村田 2384 
☎0267-68-6680 


